
平成２７年２月２６日 第１３１号

私と国有林

「素晴らしい富士山を後世に」

富士市 小林 清

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/

那須街道赤松林の保全に向けた取組 高久国有林（栃木県那須町）

左：松枯れ防止薬剤の樹幹注入作業 右：ボランティアによる植栽

（撮影：塩那森林管理署）

准フォレスター研修修了者等を対象とした
フォローアップ現地検討会を開催

森林整備部 技術普及課



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
研
修
修
了
者
及
び
技
術
者
育
成
研
修

修
了
者
を
対
象
に
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
の

更
な
る
技
術
力
の
向
上
と
、
横
の
連
携
を

深
め
る
観
点
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
取

組
と
し
て
、
森
林
共
同
施
業
団
地
と
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
26
年
度

準
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
現

地
検
討
会
を
、
12
月
16
・
17
日
の
両
日
、

吾
妻
森
林
管
理
署
管
内
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
国
有
林
職
員
12
名
、
管
内

の
県
職
員
10
名
（
新
潟
県
２
名
、
群
馬
県

６
名
、
栃
木
県
２
名
）
の
計
22
名
で
し
た
。

１
日
目
は
、
吾
妻
森
林
管
理
署
に
お
い

て
森
林
整
備
に
伴
う
森
林
経
営
計
画
の
策

定
と
民
国
連
携
の
森
林
共
同
施
業
団
地
に

つ
い
て
、
局
担
当
職
員
及
び
吾
妻
森
林
組

合
職
員
か
ら
事
例
を
紹
介
、
そ
の
後
、
四

万
駒
岩
地
区
森
林
共
同
施
業
団
地
に
移
動

し
、
現
在
作
設
中
の
作
業
道
を
検
討
対
象

と
し
て
、
低
コ
ス
ト
で
壊
れ
に
く
い
作
業

道
を
作
る
た
め
の
具
体
的
な
改
善
手
法
等

に
つ
い
て
、
水
処
理
の
手
法
や
曲
線
の
設

定
方
法
・
盛
土
の
安
定
化
手
法
な
ど
、
各

自
の
知
識
や
経
験
を
交
え
て
の
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
急
傾
斜
地
に
お
け
る
作
業
道
の

作
設
予
定
箇
所
に
お
い
て
は
、
森
林
共
同

施
業
団
地
全
体
の
搬
出
方
法
や
路
線
選
定
、

急
傾
斜
対
策
工
法
等
に
つ
い
て
、
課
題
解

決
に
向
け
た
糸
口
等
に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
株
式
会
社
吾
妻
バ
イ
オ
パ

ワ
ー
社
が
運
営
し
て
い
る
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
事
業
施
設
で
、
発
電
所
担
当
者
か

ら
、
施
設
や
そ
の
稼
動
状
況
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
参
加
者
か
ら
は
、
今
後
の

施
設
の
運
営
や
資
材
の
供
給
体
制
等
に
つ

い
て
質
問
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
あ
が
つ
ま
森
林
育
成
事
業
協

同
組
合
が
運
営
し
て
い
る
木
材
チ
ッ
プ
工

場
へ
移
動
し
、
チ
ッ
プ
工
場
関
係
者
か
ら

協
同
組
合
設
立
の
経
緯
や
稼
動
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
需
給
量
の
見
通
し
や

採
算
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
施
設
で
の
現
地
検
討
後
、
吾
妻
森
林
管

理
署
に
戻
り
、
２
日
間
を
通
し
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
今
回
の
検
討
会
は

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
参
加
者
等
か
ら
の
意
見
・
要

望
等
も
参
考
に
、
実
際
の
現
場
に
活
か
せ

る
現
地
検
討
会
に
な
る
様
、
内
容
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
技
術
力
向

上
を
目
指
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
た
い
と
い
う
都
民

の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
今
年
度
秋
期

に
実
施
し
た
活
動
の
中
か
ら
い
く
つ
か
ご

紹
介
し
ま
す
。

【
森
林
カ
レ
ッ
ジ
】

今
年
度
第
三
回
目
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ
を
、

カ
レ
ッ
ジ
生
24
名
の
参
加
を
得
て
10
月
４

日
に
当
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

講
師
に
森
林
総
合
研
究
所
多
摩
森
林
科

学
園
の
吉
丸
園
長
を
招
い
て
「
桜
に
つ
い

て
学
ぶ
」
と
題
し
て
お
話
し
て
頂
き
ま
し

た
。桜

は
栽
培
品
種
が
多
く
、
そ
の
正
確
な

分
類
は
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

近
年
、
遺
伝
子
解
析
に
よ
る
分
類
が
進
み
、

桜
の
正
確
な
分
類
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

遺
伝
学
が
ご
専
門
の
吉
丸
先
生
は
、
森

林
科
学
園
に
お
け
る
桜
の
正
確
な
分
類
作

業
を
主
導
さ
れ
、
成
果
を
と
り
ま
と
め
ら

れ
「
枝
垂
桜
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
が
多
い
」

「
河
津
桜
は
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
と
オ
オ
シ
マ

ザ
ク
ラ
の
種
間
雑
種
と
考
え
ら
れ
る
」
と

い
っ
た
話
に
参
加
者
は
興
味
深
げ
に
メ
モ

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
時
期
外
れ
の
内
容
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
桜
に
つ
い
て
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
、
花
の
時
期
に
科
学
園

を
是
非
訪
れ
た
い
と
思
っ
た
」
「
ま
す
ま

す
桜
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」
等

の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、

先
生
の
案
内
に
よ
り
科
学
園
を
散
策
し
て

終
了
し
ま
し
た
。

【
依
頼
イ
ベ
ン
ト
】

教
育
機
関
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
森
林
教

室
は
、
10
月
15
日
に
八
王
子
市
立
七
国
小

学
校
５
年
生
１
４
９
名
、
31
日
に
同
市
立

み
な
み
の
君
田
小
学
校
５
年
生
１
１
２
名
、

11
月
７
日
に
横
浜
市
立
下
田
小
学
校
４
年

生
99
名
の
参
加
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

森
林
ふ
れ
あ
い
館
を
利
用
し
て
、
森
林

や
林
業
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、

丸
太
切
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
森
林
散
策
を
行
い
、
生
徒
た
ち
は
、

紅
や
黄
色
に
彩
ら
れ
た
森
林
を
体
全
体
で

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

【
協
定
イ
ベ
ン
ト
】

今
年
度
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
の
協

定
を
締
結
し
た
団
体
は
３
団
体
で
す
。
そ

の
う
ち
「
森
と
で
ん
え
ん
倶
楽
部
」
の
秋

期
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
森
と
で
ん
え
ん
倶
楽
部
」
は
、
10
月

５
日
に
小
学
生
の
親
子
30
名
を
募
集
し
て

日
影
沢
キ
ャ
ン
プ
場
で
「
草
木
染
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
玉
ね
ぎ
の
皮
を
使
っ
て
染

め
た
ハ
ン
カ
チ
の
き
れ
い
な
模
様
を
見
て
、

み
ん
な
大
喜
び
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
草
笛

作
り
な
ど
も
体
験
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
２
日
に
は
、
親
子
24
名
の

参
加
を
得
て
「
ハ
イ
キ
ン
グ
と
植
物
観
察
」

を
行
い
ま
し
た
。
「
い
ろ
は
の
森
」
で
の

植
物
観
察
の
ほ
か
に
ド
ン
グ
リ
の
笛
作
り
、

竹
と
ん
ぼ
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、

都
会
の
子
供
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
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森林教室の様子

「森とでんえん倶楽部」の草木染の様子

森林カレッジ《講義の様子》

森林カレッジ《全科学園散策の様子》



◇
富
士
山
に
魅
せ
ら
れ
て

私
は
富
士
市
に
生
ま
れ
、
富
士
市
で
育

ち
富
士
山
と
共
に
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

学
生
時
代
か
ら
山
登
り
が
大
好
き
で
、

山
岳
部
に
入
部
し
、
様
々
な
山
に
登
り
ま

し
た
が
、
ど
の
山
か
ら
見
て
も
富
士
山
の

素
晴
ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
る
ば
か
り
で
、

何
時
か
は
自
分
も
素
晴
ら
し
い
富
士
山
の

写
真
を
撮
っ
て
み
よ
う
と
思
う
様
に
な
り

ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
プ
ロ
の
富
士
山
写
真
家
の

写
真
を
見
て
深
く
感
動
し
て
し
ま
い
、
自

分
も
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
富
士
山
を
撮
っ

て
み
よ
う
と
思
い
、
気
が
付
け
ば
44
年
間

富
士
山
一
筋
に
カ
メ
ラ
を
向
け
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
を
覘
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
日
で
は
、
年
間
約
１
０
０
日
は
撮
影

に
出
掛
け
て
い
ま
す
。
１
枚
の
写
真
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
に
８
年
間
も
要
し
た
も
の

も
有
り
ま
す
。
普
通
に
撮
影
し
て
も
１
枚

の
写
真
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
３
年
は

か
か
り
ま
す
。
１
年
目
は
撮
影
場
所
探
し
、

２
年
目
は
撮
影
時
間
探
し
、
３
年
目
に
よ

う
や
く
本
格
的
に
撮
影
で
す
。

平
成
４
年
よ
り
静
岡
県
側
の
静
岡
森
林

管
理
署
が
管
理
し
て
い
る
国
有
林
内
に
入

り
、
大
沢
崩
れ
、
二
子
山
、
小
富
士
、
幻

の
滝
等
撮
影
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
林

道
や
歩
道
を
移
動
し
て
い
る
と
珍
し
い
植

物
に
出
会
え
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、

フ
ジ
ア
ザ
ミ
の
花
は
紫
色
で
す
が
、
そ
の

日
は
、
白
花
の
フ
ジ
ア
ザ
ミ
群
生
地
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
感
動
し
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

「
富
士
山
の
魅
力
と
は
。
」
と
問
わ
れ
れ

ば
、
私
の
答
え
は
、
独
立
峰
で
ど
こ
か
ら

見
て
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
美
し
い
山
。

日
本
最
高
峰
３
７
７
６
㍍
ま
で
子
供
か
ら

大
人
ま
で
登
れ
る
安
全
な
山
（
夏
期
）
。

静
岡
県
側
は
海
抜
０
㍍
～
最
高
峰
３
７

７
６
㍍
ま
で
の
位
置
に
あ
り
、
森
林
限
界

を
秘
め
て
い
る
山
。
そ
し
て
、
富
士
山
の

四
季
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
春
は
新
緑
、

夏
は
赤
富
士
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
雪
景
色
。

◇
富
士
山
グ
リ
ー
ン
・
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

富
士
山
を
撮
り
続
け
、
各
登
山
ル
ー
ト

も
幾
度
と
な
く
歩
き
知
り
尽
く
し
た
頃
、

森
林
管
理
署
に
お
い
て
森
林
監
視
員
（
Ｇ

Ｓ
Ｓ
＝
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
）

を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
応
募
し

た
と
こ
ろ
採
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
平
成
19
年
よ
り
静
岡
県
側
の
三
箇
所

（
富
士
宮
口
、
御
殿
場
口
、
須
走
口
）
の

富
士
山
登
山
口
付
近
の
登
山
ル
ー
ト
、
登

山
者
の
安
全
確
認
、
植
生
荒
廃
防
止
等
の

た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
年
７
月
～
10
月

に
掛
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
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富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
か
ら
は
、
登
山
者
各
人
の
意
識
が
高
ま

り
、
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
様
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
以
前
の
富
士
山
よ
り

綺
麗
な
富
士
山
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
世

界
文
化
遺
産
と
し
て
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
Ｇ
Ｓ
Ｓ
６
名
は
、
今
の
富
士
山

を
後
世
に
残
せ
る
よ
う
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
毎
年
の
Ｇ
Ｓ
Ｓ
活
動
を
続
け
、
ま
す

ま
す
綺
麗
な
富
士
山
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、

無
事
に
安
全
な
富
士
登
山
が
で
き
ま
す
よ

う
に
、
と
引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
に
励
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
富
士
山
か
ら
の
恩
恵
こ
れ
か
ら
も

私
は
静
岡
県
側
の
富
士
山
国
有
林
内
の

林
道
や
歩
道
を
20
年
以
上
歩
い
て
い
ま
す

が
、
最
近
の
約
10
年
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
急

増
し
ま
し
た
。
特
に
こ
こ
５
年
間
で
は
目

に
余
る
状
態
で
す
。
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
、
カ

ラ
マ
ツ
、
モ
ミ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
フ
ジ
ア

ザ
ミ
が
被
害
に
あ
い
、
立
ち
枯
れ
状
態
の

所
が
多
く
痛
々
し
く
感
じ
ま
す
。
富
士
山

周
辺
の
牧
草
地
も
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。鹿

も
一
頭
一
頭
見
る
と
か
わ
い
い
瞳
を

し
て
い
て
と
て
も
悪
さ
を
す
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
が
、
群
を
な
す
と
と
ん
で
も
な
い

被
害
に
及
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

放
置
す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

静
岡
森
林
管
理
署
で
は
、
３
年
前
か
ら

鹿
の
誘
引
捕
獲
（
ラ
イ
フ
ル
で
の
シ
ャ
ー

プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
も
写
真
の
合
間
に
誘
引
捕
獲
事

業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

シ
カ
対
策
の
捕
獲
事
業
は
と
て
も
成
果
を

上
げ
以
前
と
比
べ
被
害
も
随
分
減
少
し
て

き
ま
し
た
。

現
在
の
表
富
士
に
お
け
る
鹿
の
頭
数
は
、

一
万
二
千
頭
と
も
一
万
五
千
頭
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
誘
引
捕
獲
や
く
く
り
罠
捕

獲
を
実
施
す
る
12
月
・
１
月
・
２
月
は
寒

さ
の
中
で
大
変
苦
労
が
多
い
の
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
富
士
山
か
ら
数
多
く
の
恩
恵

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
シ
カ
の

頭
数
管
理
を
続
け
て
実
施
す
る
こ
と
が
富

士
山
に
と
っ
て
も
国
民
に
と
っ
て
も
大
事

な
取
組
に
な
っ
て
き
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山

が
、
遠
く
か
ら
見
て
も
、
近
く
か
ら
見
て

も
、
素
晴
ら
し
い
山
で
有
り
続
け
、
い
つ

ま
で
も
数
多
く
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（５）平成２７年２月２６日 関 東 森 林 管 理 局 第１３１号

宝永山山頂をパトロール宝永山で親子ハイカーに「しおり」を配り説明

新五合目登山道で「しおり」を配る

今
月
の
表
紙

那
須
街
道
赤
松
林
の
保
全
に
向

け
た
取
組

高
久
第
一
国
有
林

（
栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
）

写
真
は
、
栃
木
県
那
須
郡
那
須
町
の
高
久

（
た
か
く
）
第
一
国
有
林
の
ア
カ
マ
ツ
林
の

風
景
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
ア
カ
マ
ツ
林

の
保
全
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

年
々
拡
大
を
続
け
る
マ
ツ
ク
イ
虫
被
害
か

ら
ア
カ
マ
ツ
林
を
守
り
、
後
世
へ
そ
の
姿
を

残
し
て
い
く
た
め
、
松
枯
れ
防
止
薬
剤
の
樹

幹
注
入
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
植
栽
な
ど

の
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



林
野
庁
に
お
け
る
国
有
林
間
伐
推
進
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野
事
業
に
お
け
る

間
伐
等
の
発
注
事
業
や
立
木
販
売
に
お
い

て
、
優
れ
た
品
質
の
森
林
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
高
い
生
産
性
や
作
業
シ
ス
テ
ム

の
特
徴
や
成
果
等
の
取
組
を
競
い
、
優
秀

な
事
例
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
優
秀

な
事
例
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
効

率
か
つ
低
コ
ス
ト
な
間
伐
等
に
つ
い
て
民

有
林
を
含
め
た
普
及
、
定
着
及
び
推
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
年
度
で

13
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
６
部
門
か
ら
な
り

①
「
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
初
回
）
」

②
「
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
２
回
目
以

降
）
」
③
「
車
両
系
誘
導
伐
等
部
門
」
④

「
架
線
系
搬
出
間
伐
部
門
」
⑤
「
架
線
系

誘
導
伐
等
部
門
」
⑥
「
そ
の
他
」
が
あ
り

ま
す
。
平
成
26
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

有
識
者
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会
を
経
て

「
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
初
回
）
」
で

最
優
秀
賞
１
事
例
、
「
車
両
系
搬
出
間
伐

部
門
（
２
回
目
以
降
）
」
「
車
両
系
誘
導

伐
等
部
門
」
「
架
線
系
搬
出
間
伐
部
門
」

で
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
１
事
例
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
「
車
両
系

搬
出
間
伐
部
門
（
初
回
）
」
に
茨
城
森
林

管
理
署
管
内
で
事
業
を
実
施
し
た
美
和
木

材
協
同
組
合
（
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
）
及

び
「
車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
２
回
目
以

降
）
」
に
静
岡
森
林
管
理
署
管
内
で
事
業

を
実
施
し
た
掛
川
市
森
林
組
合
（
静
岡
県

掛
川
市
）
の
２
件
を
林
野
庁
に
推
薦
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
美
和
木
材
協
同
組
合

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
林
野
庁
長
官
よ
り

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
惜
し
く
も
林
野
庁
で
は
表
彰
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
作
業

地
に
合
わ
せ
た
工
程
管
理
の
工
夫
、
若
手

職
員
へ
の
技
術
継
承
等
に
つ
い
て
取
り
組

ま
れ
た
掛
川
市
森
林
組
合
に
対
し
て
も
取

組
内
容
が
優
秀
で
あ
る
こ
と
か
ら
関
東
森

林
管
理
局
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
の
受
賞
事
例
に
つ

い
て
は
、
林
野
庁
の
Ｈ
Ｐ
に
て
取
組
事
例

を
広
く
公
表
し
て
い
ま
す
。

【
林
野
庁
Ｈ
Ｐ
】
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Ｒ
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平成２７年２月２６日 関 東 森 林 管 理 局 第１３２号（６）

平成２６年度国有林間伐推進コンクールで
管内請負事業体が最優秀賞を受賞

森林整備部 資源活用課

表彰式の様子

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

美
和
木
材
協
同
組
合
の
事
例

車
両
系
搬
出
間
伐
部
門
（
初
回
）

フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ー
付
き
グ
ラ
ッ
プ
ル
バ

ケ
ッ
ト
を
使
用
し
、
森
林
作
業
道
作
設
と
支
障

木
の
伐
倒
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
で
行
い
作
業

を
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ヘ
ッ
ド
固
定
式

の
ロ
ン
グ
リ
ー
チ
グ
ラ
ッ
プ
ル
を
使
用
し
、
集

材
作
業
の
効
率
化
と
路
網
密
度
を
低
く
抑
え
た
。

ま
た
、
高
速
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
使
用
し
、
長
距

離
の
運
材
の
効
率
化
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

生
産
性
は
６
．
１
㎥
／
日
か
ら
８
．
１
㎥
／
日

と
30
％
ア
ッ
プ
し
、
あ
わ
せ
て
生
産
コ
ス
ト
低

減
も
図
れ
た
。



私
が
勤
務
す
る
上
野
森
林
事
務
所
（
上

野
・
大
多
喜
担
当
区
）
は
、
千
葉
県
南
部

の
勝
浦
市
、
鴨
川
市
、
大
多
喜
町
に
位
置

す
る
夷
隅
川
や
養
老
川
流
域
の
国
有
林
と

千
葉
県
北
部
の
銚
子
市
、
長
柄
町
に
位
置

す
る
国
有
林
約
３
６
０
０
㌶
を
管
理
し
て

い
ま
す
。

管
内
の
国
有
林
は
、
主
と
し
て
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
と
カ
シ
、
シ
イ
等
の
天

然
林
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

養
老
川
上
流
部
と
勝
浦
ダ
ム
周
辺
の
筒

森
自
然
観
察
教
育
林
に
は
針
葉
樹
と
広
葉

樹
が
混
交
す
る
房
総
半
島
南
部
の
代
表
的

な
天
然
林
で
あ
る
南
房
総
暖
温
帯
性
植
物

群
落
保
護
林
や
日
本
各
地
か
ら
国
内
外
の

樹
木
を
集
め
た
見
本
林
、
遊
歩
道
等
の
施

設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
自
然
観
察
や
憩

い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
主
た
る
業
務
の
一
つ
に
は
本
数
調

整
伐
や
保
育
間
伐
の
調
査
が
あ
り
、
本
年

度
の
調
査
面
積
は
１
３
３
㌶
で
す
。
ま
た
、

本
年
度
の
保
育
間
伐
と
育
成
受
光
伐
の
実

行
面
積
は
１
１
３
㌶
、
素
材
生
産
量
は
３

０
０
０
㎥
を
予
定
し
て
お
り
、
毎
年
着
実

に
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

素
材
生
産
と
販
売
の
特
色
と
し
て
は
、

資
材
に
山
武
ス
ギ
が
あ
る
こ
と
で
す
。
山

武
ス
ギ
は
千
葉
県
山
武
地
方
で
生
産
さ
れ

て
き
た
ス
ギ
で
、
雄
花
（
花
粉
）
を
ほ
と

ん
ど
着
け
ず
、
材
は
通
直
・
完
満
な
良
材

な
の
で
す
が
、
木
材
腐
朽
菌
に
よ
る
ス
ギ

非
赤
枯
性
溝
腐
病
と
い
う
病
気
に
弱
い
と

い
う
欠
点
が
あ
り
、
当
森
林
事
務
所
の
管

内
に
も
罹
患
し
た
ス
ギ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
腐
れ
部
分
を
除
く
と
歩
留
ま
り

が
低
く
な
る
う
え
、
用
材
と
し
て
利
用
で

き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の

特
色
と
し
て
は
千
葉
県
で
は
従
来
ヒ
ノ
キ

を
建
築
材
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
少
な

い
ら
し
く
、
ヒ
ノ
キ
の
価
格
が
他
の
地
方

よ
り
低
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
素
材
生
産
・
販
売
面
で

は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
木
材
の
安
定
供

給
、
森
林
整
備
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
素

材
生
産
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

千
葉
南
部
で
の
林
業
に
お
け
る
今
後
の

問
題
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
で

す
。
当
管
轄
区
域
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
樹

皮
剥
ぎ
や
食
害
に
よ
り
植
生
が
失
わ
れ
た

と
こ
ろ
は
見
ら
れ
な
い
の
で
森
林
被
害
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
を

維
持
す
る
た
め
に
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
こ
れ

以
上
増
え
な
い
よ
う
今
の
う
ち
に
個
体
数

管
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
は
別
の
意
味
で
迷
惑
な

生
物
と
し
て
は
吸
血
性
の
ヤ
マ
ビ
ル
が
い

ま
す
。
ヤ
マ
ビ
ル
は
元
々
限
ら
れ
た
一
部

の
地
域
に
生
息
し
て
い
た
も
の
が
ニ
ホ
ン

ジ
カ
等
の
獣
類
が
増
殖
す
る
と
と
も
に
段
々

と
生
息
域
を
拡
大
し
、
林
業
従
事
者
を
悩

ま
せ
て
い
ま
す
。

私
も
、
と
き
ど
き
ヒ
ル
や
ダ
ニ
に
咬
ま

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
現
在
の

現
場
に
一
番
近
い
森
林
事
務
所
で
の
仕
事

が
好
き
で
あ
り
、
当
事
務
所
の
職
員
や
本

所
の
職
員
と
協
力
し
て
林
業
の
発
展
の
た

め
仕
事
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（７）平成２７年２月２６日 関 東 森 林 管 理 局 第１３１号

銚子市君ヶ浜周辺の国有林

樹木見本林

育成受光伐事業地

養老川渓流沿いに整備された遊歩道



那須街道赤松林は、栃木県北部にある那須町に

位置し、東北自動車道の那須ＩＣの南東約３㌔㍍、

県道 17号線（通称：那須街道）沿いの両脇に広が

る約 79㌶（東京ドーム 17個分）に及ぶアカマツ林

です。

この林には、約 10000本のアカマツが生育して

おり、林内にはウッドチップで舗装された遊歩道

も整備されていて、アカマツ林内で咲き誇るアジ

サイやヤマユリなどの花の観賞や紅葉狩、冬場の

落ち葉散策等、四季を通して、景観を楽しむこと

ができます。

また、このアカマツ林は歴史があり、明治 23年

から昭和 22年迄は、旧宮内省所管の御料林として

管理されてきました。そして、終戦直後の食糧増

産が必要な時代には、全て開墾される計画もあり

ましたが、アカマツ林の美しい風景を守るために

街道沿いを中心に約５割が残され、現在に至って

います。

なお、アカマツ林を臨むことができる那須街道

は、那須湯本温泉街へ向かう観光の主要ルートと

して、多くの観光客に利用されているほか、昭和

の時代より天皇皇后両陛下が那須御用邸への行幸啓、

還幸啓される際にご利用される道路でもあります。

そして、このアカマツ林について、昭

和天皇は、御著書「那須の植物誌」の中

で、みごとなアカマツの天然林であり、

国有林であったために今日までよく保存

されてきた、とお記しになられています。

皆さまも是非一度、足を運んでみてア

カマツ林の美しい風景の中で散策を楽し

んでみてはいかがでしょうか。

塩那森林管理署広報広聴連絡官

山本 道裕

平成２７年２月２６日 関 東 森 林 管 理 局 第１３１号（８）

■ 塩那森林管理署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/enna/index.html
〒342-0022 栃木県大田原市宇田川1787-15

ＴＥＬ:0287（28）3125（代表） FAX:0287(28)3531
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アカマツ林内に咲き誇るヤマユリの群落

アカマツ林を彩る那須街道沿いのアジサイ


